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重要取組シート 

取組項目 大規模・複雑化する各種災害に即応するための警防体制の構築 

現状・課題 

社会構造の変化等に伴い、災害が大規模・複雑化・特殊化してきており、市民の生

命、身体及び財産を守り、被害を軽減するためには、消防隊による指揮・安全管理体

制の強化と地震等大規模災害にも対応できる消防インフラの保守及び情報収集能力

の向上が要求されている。 

・令和 2 年度から指揮・安全管理体制の強化を検討した結果、署指揮体制の強化を

図るべくハード面とソフト面の整備を実施している。 

・設置後 50年以上が経過した経年防火水槽は約 100基存在し、地震等による頂版

陥没やクラック等による漏水が懸念され、老朽化対策が急務となっている。 

実効性や機動性の高い組織運営を行っていく必要がある。 

・消防行政統合システムの安定稼働を確保し、災害弱者からの通報手段の効率化及

び災害情報収集の手段多重化の必要がある。 

 

取 組 の 

内  容 

（１）指揮・安全管理体制の強化 

   各消防署の指揮車を編成し中隊長専属の指揮車を運用することで、中隊長の

初動期の指揮・安全管理体制の補完を目的に、昨年度から昼間帯にて暫定運用

を開始している。本年度については、各種課題を解決し、10月から各消防署の

指揮車を常時運用としていく。 

（２）大規模災害等に対する防災対策の推進 

経年防火水槽の状態に応じ、耐震補強や漏水対策の必要性を検討し、費用対効

果を見定めながら防火水槽の長寿命化を図り、有効な消防水利の確保を目指し

ている。 

（３）堺消防署移転に伴うシステム改修調整 

   令和６年１０月（予定）の移転をめざし、システム改修に必要な要件を取りま

とめ、移転の手法・工期を調整した上で状況に応じて予算要求を行う。 

（４）消防の広域化に伴うシステム改修調整 

令和６年１２月（予定）の近接市との消防指令業務連携に伴う、システム改修

の要件について調整を行う。システム改修に必要な設計業務を行うため、令和４

年１１月に補正予算を組みシステム構築業者による積算を行い、運用開始後の

応援体制等の強化につなげる。 

（５）Net119の推進と情報収集体制の充実 

音声による 119番通報が困難な方が円滑行えるよう、｢Net119緊急通報シ

ステム｣への登録を促進する。また、通報者からスマートフォンで現場映像等を

送信できる「119映像通報システム」の受信体制の強化及びシステムを市民に

浸透させ、情報収集力の向上を図る。 

 

消防局 警防部 
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ケ
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前期 

（～7月） 

警防課 

□ 防災センター等を活用した指揮・安全管理教育の実施（４～９月） 

□ 耐震補強調査設計・工事担当課への施行依頼（４月） 

□ 耐震補強調査設計・工事に係る関係者調整（４～６月） 

通信指令課 

□ 堺消防署移転に伴うシステム改修調整（４～７月） 

□ 消防の広域化に伴うシステム改修調整（４～7月） 

□ 119映像通報システムの活用体制強化（4～7月） 

 

中期 

（～11月） 

警防課 

□ 耐震補強調査設計・工事施行起案（８月） 

□ 翌年度の耐震補強調査設計・工事に係る担当課との協議（対象の選定）（８月） 

□ 耐震補強調査設計・工事受注者の決定（９月～） 

□ 翌年度の漏水対策工事及び耐震補強調査設計・工事に係る予算要求（９月） 

□ 耐震補強調査設計・工事の進捗管理（１１月～） 

 

通信指令課 

□ 堺消防署移転に伴うシステム改修調整（８～１１月） 

□ 消防の広域化に伴うシステム改修調整（８～１１月） 

□ Net119 緊急通報システムへの登録促進（8月） 

□ 119映像通報システムの活用（8月～11月） 
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後期 

（～3月） 

警防課 

□ 耐震補強調査設計・工事の進捗管理（１１～３月） 

□ 耐震補強調査設計・工事完了、支払い（３月） 

□ 翌年度の漏水対策工事及び耐震補強調査設計・工事に係る予算確保（３月） 

通信指令課 

□ 堺消防署移転に伴うシステム改修調整（１２～３月） 

□ 消防の広域化に伴うシステム改修調整（１２～３月） 

□ 119映像通報システムの活用（12～3月） 

次年度 

以降 

□ 北消防署の建替え準備 

□ 消防行政統合システム中間更新についての検討・準備 

□ 消防救急デジタル無線全面更新についての検討・準備 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

警防課 

□ 防災センター等を活用した指揮・安全管理教育の実施（４～７月） 

□ 耐震補強調査設計・工事担当課への施行依頼（４月） 

□ 耐震補強調査設計・工事に係る関係者調整（４～６月） 

□ 耐震補強調査設計・工事施行起案（７月） 

通信指令課 

□ 堺消防署移転に伴うシステム改修の調整を実施（４～７月） 

□ 消防広域化に伴うシステム改修の調整を実施（４～７月） 

□ １１９映像通報の活用体制強化を実施。（４～７月） 
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中期 

（～11月） 

警防課 

□ 防災センター等を活用した指揮・安全管理教育の実施（８～１２月） 

□ 翌年度の耐震補強工事に係る担当課との協議（対象の選定）（８月） 

□ 耐震補強調査設計・工事受注者の決定（９月） 

□ 翌年度の漏水対策工事及び耐震補強工事に係る予算要求（９月） 

□ 耐震補強工事契約解除（１０月） 

□ 耐震補強調査設計の進捗管理（９月～１１月） 

通信指令課 

□ 堺消防署移転に伴うシステム改修の調整を継続実施（８～１１月） 

□ 消防広域化に伴うシステム改修の調整を継続実施（８～１１月） 

□ Net119 緊急通報システムへの登録促進活動を実施（8～１１月） 

□ １１９映像通報の活用体制強化を実施。（８～１１月） 

後期 

（～3月） 

警防課 

□ 耐震補強調査設計の進捗管理（１１～３月） 

□ 耐震補強調査設計完了（３月） 

□ 翌年度の漏水対策工事及び耐震補強調査設計・工事に係る予算確保（３月） 

通信指令課 

□ 堺消防署移転に伴うシステム改修調整（１２～３月） 

□ 消防の広域化に伴うシステム改修調整（１２～３月） 

□ 119映像通報システムの活用（12～3月） 
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